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1　日　　的

川尻沖に設置した鉄ノミイブ魚礁試験の投入経過等については第一報〔昭和41年5月）で詳細に述べた

が投入後すでに2年を経過するに当り・妙先川尻漁協にかいて，聞込み調査にエわ漁船の行動力および魚

種組成，漁業種類，風樹付近を利用する漁船の漁獲高等を把撞することができたのでここに報告する（

2　調査方法

川尻漁協での聞込み調査に上れ操業時に常時鉄骨ノ叶プ魚礁投入点を利用すると思われた船を10集

抽出した（第1表）b

第　1表　　抽出船名

別

及

．払 漁 船 番 号 船　　　 名 ト　ン 数 馬　　 力

1 I G 5 － 1 2 1 （～ 政　　　 丸 0．5 4 1 f IS

2 I G 5 － 2　9 1 ° 辰　 三　 九 0．4 1 1 P S

5 I G 5 －－ 2 9 1 7 未　 清　 丸 ロ．4 0 1 P S

4 I G 5 － 2 9 2 5 未　 栄　 丸 0．4 4 1 P S

5 I G 5 － 2 9　2 0 新　 倉　 丸 0．4 8 1 P S

占 l G 5 － 2 9 2 1 鈴　 広　 丸 0．5 9 1 ．P S

7 I G 5 － 2 9 2 4 高　 崎　 丸 n 4 t】 1 P S

8

9

1 ロ

I G 5 － 2 9　2 2 福 幸 丸

鈴 惣 丸

関 鈴 丸

0．4 4 ト p s

抽出漁船はhづ九も0・5トン未満であった∩川尻漁協には総計占1集れJ＼型船があるれ　0，5トン未満

船は28隻あり，これらは一人乗＿りで一本釣を主体にとく沿岸で操業してhるものである（第2表〕（

第　2　表　川尻漁協，漁船勢力分布

トン数 階 層 隻　　 数
ト　　　 ン　　　 数 馬　　　　　 力

総 ト　ン 数 1 鼻 当 トン数 総 馬 力 数
　　　　 j
1 集 当馬 力数

総　　　 計 占1 度 5 4．8 1 0．8 9 4 1 5 占．7

8 ～ 0．5 2 8　豊 1 2．5 9 0．4 4 6 8 2 ．4

0．5～ 1 1 5　集 8．2 占 D．8 5 4 8 五°

1～ 5 2 0　屋 5 4．1 8 1．7 0 2 9 7 1 4．8
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N：出漁隻数

ア：抽出船漁獲高及び漁獲量

Fノ／N：1日1星当力漁獲高及び漁雅量

第　5　表　　抽出船漁猿量

漁

毎 次 F N F ／′N （細

漁

年 次 F N F ．／N （B

5 7 1．4 5 2．2 5 5 8 7 0 1．4 8 9 5 7 7 8 8 2．1 8 7 0 鼠0

猿 5 8 8 4 8，8 7 8 占8 7 1．2 5 5
獲

5 8 4．4 D Z B 占8 7 8．4

金 5 9 1．0 8 0．2 0 9 ム8 9 1．5 ‘7 5 9 4，8 5 4．1 ム8 9 7 0

顔 4 0 1．1 2 0．5 0 4 8 0 3 1．5 9 5 劇． 4 0　 ■ 8．7 7 4 ．7 8 0 5 8 4

4 1

平 均

1．0 9 8．7 4 1 9 5 0 1．1 8 2

1．4 0 9

4 1

平 均

ま8 9 4．5 9 5 0 4 ．1

ム9

抽出船10度の漁獲金額かエび漁獲高を昭和57年上りみると・佐和57年1巳1隻当り漁獲金額1・＝9

円，漁獲量9蛸であったが，5年後の41生には・漁薙金額1・182円漁獲宜4・佃と金額で50喀漁

獲最50虜の減少をみているのこの上うに1トン未満の漁船漁業は蒙過の傾向を示している（夢5表〕（

3　結　　果

抽出船10隻の1日1隻当か漁獲量について，魚礁設置前過去5ヶ年と魚礁設置後2ケ年平均を比較し

てみると，増加を示している魚種はクりパル，イナダ，ドンコ・アイナメの4種であり他の魚種は減少

気味であった（第4表）q増加を示したクロメ／てルを除き・他の5種の増加量は僅少であり・漁猿金街で

もクロメバルの増が顕著である〔第5表）から，クロメバルについてのみ魚礁効果が顕著に現われたとみ

るべきであろう。これは第一報で報じた潜水調査結果でもクロメバルのみ観察されたことも合致している〇

第　4　表　抽出船の（1日1星当り漁獲量〕　　　単位　KP

魚種　　　 漁獲量 S 5 7～5 9年過去 5 ケ年平均 魚礁設置後 2 ケ年平均 増　　　 減

ヒ　　 ラ　　 メ 5．5 2．5 減　 0．7

ス　　 ズ　　 キ ス　占 5．0 淑　 4．占

ソ　　　　　　 イ 2．8 2．占 滅　 0．2

イ　　 ナ　　 ダ 8 9 鼠5 増　 0．4

ド ン コ

ク　 コ

赤　 メ

5．1

8．2

5．9

5．8

増 0．8

滅 4．占

ア　 イ　 ナ　 メ 1．5 1．7 増　 0．4

タ　ロ　メ　バル ム4 1 0．5 増　 4．1

ヨ　 メ　　 イ
ま 1 1．0 減　 2．1
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第　5　表　抽出船の日　日1集当り漁猿金額）　単位　円
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抽出漁船の漁獲報告上わ漁期をみると，魚礁設置前は，タロメバル胆業は非常に辱期間のものであった

きさ　が，魚礁設置後2年目の41年には5月から占月迄の4ケ月にわたカ漁獲をみているr下図〕∩そして，

この漁獲は魚礁に集魚したクロメバルを漁獲しつくすとしばらくは切れ，またたまると漁粒するという上

う丑状態でくわ返されるハ

クロメバルの漁期の変化

　 月

年次
1 2 3 4 5 6 7 8 9

10ノ 11 12

魚
礁
設
置
前

37

38

39

魚
礁
設
置
後＿

40

41

このことは魚礁がクロメバルを集めて集中的に勅基で滑獲脅させる働きをすることを示すものであると

し1える∩

そこで組合の水揚伝票エカクロメバル漁業が営なまれた日数を取り出すと，1日平均8菱・操業日数は

5夕日であったD

現在までのところ，魚礁附近で漁業を営なめる■隻数は1占隻で，平均1日8集，年間操業日数は59日

であった（そこで設置後の生産効果をクロメバルで計算すると次のようになる（
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漁掩増　41E9×8星×59日＝1．5990＝1▲‘トン

漁獲金額増　850円X8星×59日＝258．9占0ここ25号千円

設置により年間数量で1・占トン金額で259千円の増収をみたことに在る。

これは，設置2生後の生産効果としては，まず順当た結果といえる。しかし孜がら魚礁に附着棲息する

魚種が少をいこと，またコンクリート，ブロック魚礁と比較し，その効果性等の点が今後の課題として残

るものと思われる∩孜か，鉄パイプ魚礁については，次の上うな問題があり一層の検討を要する。

川　魚礁に棲息する魚種類が少をし1こと（

（2）適当を投入個数はレ1くつかa

（5）適正夜型状はしっくつか（

㈲　投入範囲の問題

4　要　　　約

川　鉄パイプ魚礁にはクロメパル，イナダ，ドンコ，7イナメの4種が効果を示し，特にクロメ／くルは

よくつく。

（2）魚礁設麿後の生産効果をクロメバルで言十算すると，漁獲量増加＝トン，漁獲金顔増加259千円

と推定されたへ
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